


































































althasar von Siebold, 1796-1866 ）の四男で、外交官を務
めたハインリッヒ・フォン シーボルト（
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帰国した。こうして約四年半の長期におよぶ第二次留学は幕を閉じ、これが昭武にとっ 最後のフランス滞在となった。なお、昭武は帰国して間もなく一八八一年一二月五日に麝香間伺候（明治天皇の諮問機関）に任じられた。また 八八三年五月に甥の徳川篤敬に水戸徳川家の家督を譲って隠居し 。
さて、日本に帰国した昭武はどのようにフランスとの接点を保




































育係の任務を終えると、軍務 復帰し、一八七一年には大じられた。一八七四年四月からは第五軍団参謀本部長としてオルレアンに派遣されている。このオルレアン駐屯時に 昭武が第二次フランス留学を果たし、二人は再会した。なお、ヴィレットの軍歴には、第二次留学期間に 昭武に関わる任務の記録は無い。前述のとおり 昭武の日記によると、ヴィレットは「エコール・
60
初期日仏交流における私信と人的ネットワーク──徳川昭武宛のフランス語書簡を中心に──












一八八三年に師団長に昇進し、一八八六年にはレジヨン・ドヌール二等勲章が授けられた。当時のフランス陸軍 おいて、名誉職であったマレシャルを除けば、師団長は最も高い地位にあり レジヨン・ドヌール二等勲章は限られた将軍にのみ授けられる栄誉であった。そして一 八七年二月、ヴィレットは六五歳の定年に達し、退役した。退役後は、夫人ととも ヴェルサイユに定住し、ヴェルサイユ陸海軍退役将官兄弟会 入っ 一八九三年からはその会長と て運営に携わ ている。一九〇七年一月一二日、ヴィレットは発作を起こ 、八四年の人生の幕 閉じ このヴィレットの死去は「軍人の鑑、ヴェルサイユの鑑の死」としてヴェルサイユの地元紙の一面で報じられた。ヴィレット書簡
ヴィレットが昭武に宛てた書簡は、前述のとおり、昭武の第二

















兄で最後の将軍であった徳川慶喜と 兄弟間の交流など、明治期の水戸徳川家 動向に触れられ る。
これらのヴィレット書簡からあらわれるのは、一八六七年の遣

































































































































昭武に定期的に送って、ヨーロッパ情勢を伝えていた。またマルクリは日本の情勢 対し も、積極的に意見 述べ る たとえば険悪化する日清関係につ は憂慮し むしろ両国が協力してロシアに立ち向かうべきであると述べている。また一八九〇年の帝国議会の開催については、こ を時期尚早とみなし、ヨーロッパの議会制度を慎重 導入すべきであると言及している。
しかしマルクリ書簡において最も注目すべき点は、パリの日本








































































とに、平山と栗塚はいずれも一八七〇年代・八〇年代にパリに滞在していたのだが、その時代、両者ともにボワソナード夫人 面識を持っ こと 夫人の書簡からうかがい知るこ ができるのである。
父とともに東京に残った娘ルイズの書簡は、一通確認されてお
り、一八八四年一〇月三日付のものである。この書簡でルイズは、母のアンリエットから預かった昭武宛 手紙を同封した旨を記している。また昭武と篤敬から届い 葉書に対する返礼を記している。このように娘のルイズは東京で、昭武や篤敬との交際 継続し、父ボワソナードの仕事を支えたの ある。（４）ハインリッヒ・フォン・シーボルトハインリッヒの経歴
昭武とハインリッヒ・フォン・シーボルトの出会いは、兄アレ





































りとりからは、公文書では語られてこなかったものがさまざまに浮かび上がってくる。例えば、昭武宛 フランス語書簡では、 「家族」が話題とな い が、こうした記述から明治期 水戸徳川家の推移、ヴィレットやボワソナードの家族関係などにとどまらず、当時のフランス軍人や学者の生活様式などが垣間見られる。また、そればかりでなく、これらの昭武宛のフランス語書簡 ら判明するのは、幕末から明治に けて脈々と継続された日仏の人的ネットワークの実態である。幕末・明治期に来日経験を持つフランス軍事顧問団の軍人たちは、パリの日本公使館に集会 、日本との接点を継続的に持っていた。またそ ネット ーク なかには、パリの日本公使館 職員や日本人留学生の名前が挙げられる。とりわけ平山成信は、ヴィレット、マルクリ ボワソナードのいずれの書簡においてもその名が挙げられ、昭武の日仏ネットワークをつなぐ重要人物であったこと 分かる。また法学者ボワソナードについても 徳川昭武のみなら 平山成信 栗塚省吾らとの家族ぐるみの交際に端を発し、その後は日本で公的な日仏
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附記
　
本稿において資料の掲載を許可してくださった松戸市戸定歴史館ならびに
個人所蔵家の方々に、記して感謝の意 表します。
